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第 6 章では，第 4 章で得られた中性化と鉄筋腐食の関係および第 5 章で得られた中性化速度を基に，
信頼性工学における定量的な考え方を導入することによって，コンクリートの中性化によって鉄筋が腐
食する場合における鉄筋のかぶり厚さの耐久設計方法を検討し耐久性上要求される鉄筋の設計かぶり
厚さを算定できる信頼性設計手法を提案した。
第 7 章では，本研究で得られた主な結論をまとめた。
論文審査の結果の要旨
近年鉄筋コンクリート造建築物の耐久性が特に社会的問題となり 今後新設される鉄筋コンクリート
造建築物の耐久性向上技術の開発が急務の課題となっているが これまで耐久性を的確に評価し，また
それを向上させる定量的な設計手法が確立されていなかった。
本論文は，鉄筋コンクリート構造物の最も一般的な劣化現象であるコンクリートの中性化に着目し，
中性化に及ぼす因子の影響を系統的に解明すると同時に新たな耐久設計法も提案し設計上の有用な指
針を与えているO 得られた成果を要約すれば次のとおりであるO
(1) これまで定まった方法がなかった中性化深さ測定法に関してフェノールフタレインエタノール溶液
を試薬とする方法の標準化を行い実用的な試験要領を確立しているO
(2) 既存鉄筋コンクリート造建築物の実態を調査して コンクリートの中性化深さおよび鉄筋のかぶり
厚さのばらつきを把握するとともに中性化と鉄筋腐食の関係を明らかにしているO
(3) 中性化に及ぼす内・外的要因の影響を実験により定量的に把握し，これらの要因を関数とした新た
な中性化速度式を導いている。
(4) 中性化深さの平均値と変動係数および鉄筋のかぶり厚さの平均値と標準偏差を設定することによっ
て，鉄筋が腐食する確率を求める方法を見出し，この鉄筋腐食の確率を耐久性の定量的な指標として，
鉄筋の腐食による建築物の故障を定量化する新しい考え方を導入しているO
(5) 耐久性上要求される鉄筋の設計かぶり厚さを，目標耐用年数中性化の速度とばらつきおよび目標
耐周年数に達した時の鉄筋の腐食確率の関数として求める新規な耐久性設計手法を確立している。
以上のように本論文は，従来明らかにされていなかった中性化と鉄筋腐食の関係を解明し，影響要因
を関数とした中性化速度式を誘導し，また鉄筋のかぶり厚さの耐久性設計手法を提案したもので，鉄筋
コンクリート建築物の耐久性工学の分野に寄与するところが大きし '0
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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